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自己管理スキルを応用したブラッシング行動スキル尺度の開発

山本 未陶 今里 憲弘＊ 筒井 昭仁 埴岡 隆

概要：健康教育に応用する目的で測定尺度が開発され，児童の歯科保健行動との関連が確認されている自己管理スキル
（SMS）を応用し，ブラッシング行動に限定した自己管理スキル尺度（ブラッシング行動スキル尺度）を開発することを目
的とした．福岡県内の某小学校にて歯肉炎予防改善教育を受け，設問の意味を正しく理解できる児童ら 57 名を対象に，
SMSの 3因子を参考にした 8項目と具体的なブラッシング技術に関する 8項目の合計 16 項目の予備的項目にて調査を実
施した．平均点や項目間相関から 8項目に絞り込んでブラッシング行動スキル尺度を作成し，主成分分析にて各項目が同
一の方向を向いていることを確認した．翌年，別の児童ら 20 名を対象に応用可能性を検討した．
ブラッシング行動スキル尺度は，第一主成分の因子寄与率が 47.2％と高く，各項目の因子負荷量は 0.50 以上を示してい
た．SMSとブラッシング行動スキルとの間には，r＝0.43，p＜0.01 の有意な相関がみられた．翌年の調査でも，両尺度間に
は有意で中等度の相関が認められた（r＝0.56，p＝0.01）．
本研究で作成したブラッシング行動スキル尺度は，子どものブラッシング行動に関する自己管理スキルの一部を評価で
きると考えられる．
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はじめに

子どもの健康教育をより効果的なものとするために，
保健行動と関連する心理的因子の研究が進められてい
る．ブラッシング行動は健康教育を通じて学齢期に確立
しておきたい保健行動の一つである．学齢期のブラッシ
ング行動に関係する心理的因子を検討するため，これま
でにセルフエスティーム（Self-esteem）1―4），センスオブコ
ヒーレンス（Sence of coherence）5，6），セルフエフィカ
シー（Self-efficacy）7），ヘルスローカスオブコントロール
（Health locus of control）8―10）などが調べられている．特に
研究報告が多く，かつ近年わが国でいわれている生きる
力の育成に影響するといわれているのがセルフエス
ティームである．筆者らは，歯肉炎有所見者が増加し，
GO（歯周疾患要観察者）への対応が重視される小学校高
学年のブラッシング行動と心理的因子の関連をみる目的
で，セルフエスティームおよび自己管理スキル（表 1，
Self-management skills，以下 SMSと略す）11）を選び，調

査を行った．その結果，両因子ともブラッシング行動と
関連していたが，SMSのほうがより多くの行動と関連
し，その傾向も明確であった12）．
SMSは自己が望む行動を実現するうえで有効であり，

いろいろな行動場面で活用可能な一般性の高い認知的ス
キルに対する名称である．高橋らが健康教育に応用する
目的で測定尺度を開発し，応用が進んでいる11）．SMS
尺度は，セルフコントロールスケジュール（Self-control
schedule）13），社会的スキル14），ライフスキル教育プログ
ラムの学習目標例のうち意思決定や問題解決に関するも
の15）などを参考にして開発された． SMS尺度の設問は，
適切な意思決定のための情報収集や目的達成のための計
画立案・自己評価などからなり，「問題解決的に取り組む
スキル」「即座の満足を先延ばしするスキル」「否定的思考
をコントロールするスキル」の 3因子で構成されてい
る16）．これまでに成人の禁煙の継続状況11）や糖尿病患者
の自己管理行動17）と正の相関が確認され，中学生や高校
生への応用例も報告されている16）．成人から中学生を対

福岡歯科大学口腔保健学講座口腔健康科学分野
＊今里歯科医院

口腔衛生会誌 J Dent Hlth 59: 51―57, 2009




